
１　パブリックコメント（０件：０項目）
２　市政モニター（10件：18項目）

№ 提出されたご意見等の概要 提出されたご意見等に対する市の考え方

1

　震災後、我が家でも小学生と保育園児がいるので移動図書館利用させていただい
たことが何度もあります。しかしそれは仮設住宅にいた時だけで、家を新築してから
は仮設住宅まで足を運ぶこともなくなり、利用することが少なくなってきました。市立
図書館といっても越喜来なのでそのためだけに行くことはないのでまだ利用したこと
がありません。(買い出しで大船渡に行くことは多いのですが…)
震災前の様に“ブックワールド椿”のような施設が近場にあれば行くのにね、という他
のお母さん方の話もチラホラ聞こえてきます。私も子どもを連れて散歩に行き、休け
いついでにブックワールド椿に寄って子供に本を借りたりしたので、近場にまたそうい
う施設ができればと思っております。
小学校では読書の取り組みも各学校であると思いますが、未就学児は家での取り組
みが主となると思うので、場所・時間帯にしばられずに都合のいい時間に利用できる
それぞれの地域に常設できるような図書館(大規模でなくていいので)があればと思
います。
また、仮設住宅にいたときは年配の方々も利用していたようなので、交通手段など気
にせず利用できる場所があるといいのかなと思いました。

　ご意見のとおり、市内の子どもたちが利用しやすい施設の必要性
は認識しております。また一方で現状の図書館や、学校図書館や
移動図書館による貸出も、多くの子どもたちが利用しております。
　今後とも、子どもたちの読書活動を促進する取り組みを総合的・
計画的に推進して参ります。

2

子育てをしている時は、子供への読み聞かせなど市立図書館を良く利用させていた
だきました。学校でも読書週間などの取り組みで本に親しむ機会もあり、読書は大切
なことだと感じています。

読書活動推進計画はとても良い取り組みだと思います。

　ご意見のとおり、市内の子どもたちが「すすんで本を読む子ども」
となるよう、今後とも必要な取り組みを総合的・計画的に推進して
参ります。

3

親や家庭での読書に対する習慣が最も大切な要因であろうが、その習慣・環境が希
薄又は無い状況下ではどのように対処可能なのだろうか。
　子供の未来への可能性を考えれば、やはり子供への何らかの施策が必要となる。
　義務教育の九年間のスパーンで捉えるのはどうだろうか。週１～２回、１時間の読
書時間を割り当て、半強制的に読書をする時間を確保する方法です。
　九年間読書する時間を持つことで、言葉ではない実践としての読書に対する各自
各要の読書感が個人の胸に蓄積されるものと期待される。この事は子供達の多種
多様な今後の人生に無言の糧として生かされるのではないか。
　一時しのぎの施策ではなく、本当に身につく処方箋とするためには、思い切った大
策の実施が必要と思われる。

　ご意見のとおり、子どもたちが成長して行く中での読書活動の必
要性・有用性が広く知られております。これらのことから、市としまし
ても、すすんで本を読む子どもとして本計画のスローガンに掲げる
「みんなが本が好きな子」となるよう、今後とも必要な取り組みを総
合的・計画的に推進して参ります。

大船渡市子どもの読書活動推進計画（案）に対する意見の概要と市の考え方について

 市では、平成28年度から32年度までを計画期間とする「大船渡市子どもの読書活動推進計画（案）」について、平成28年２月23日（火）

から３月８日（火）まで、パブリックコメント及び市政モニターからの意見募集を行い、計８件：10項目（パブリックコメント０件：０項

目、市政モニター10件：18項目）のご意見をいただきました。 

 ご意見等の概要とそれに対する市の考え方は次の表のとおりです。 
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4

「子どもの読書活動推進計画書」を読みましたが、ごもっともな事だけが書いてありま
した。この依頼書が届いて読んでいたところに五年生の孫が帰って来たのでさりげな
く会話をしました。その返事は、時間がないよ！の一言でした。宿題、一人勉強、部
活、塾、それに皆はゲームもあるんだよ～と。
我家にはそのゲームはありません。クラスに１～２名しか持ってない子供がいないそ
うです。ゲームを持っている子供同士で文句を言わない家をたまり場にして楽しんで
いるのだそうです。仲間はずれを心配しましたが、乗り切った様で今は欲しいとも言
わなくなりました。一年と五年の男孫なんですが、父親が毎晩布団に入ってから読み
聞かせをしている様です。これは乳幼児の時から続いているもので、最近は歴史の
本になっているとの事。前の晩に出てきた登場人物を質問したり親も前もって調べて
から読んであげ、共に楽しんでいる様子です。兄ちゃんは途中でス～ス～になっても
小さい方は興味あるようで目をきらきらさせながら最後まで聞いているそうです。時
間がなくて自分で読まなくてもこれも有りかな？と思います。きっかけを与えるのが一
番だと思うので…。この読み聞かせのおかげだと思っていますがいろんな言葉が使
えてます。一年生がこの言葉？と思う事が多々あります。これがいつまで続くか楽し
みです。
　五年の孫は市の図書館が大好きです。探検するのが楽しいというくらい何処に何
があるかと把握していて用事があるときには「図書館に行ってる？」というと大喜びで
す。一年生はまだ落ち着きがなく、皆さんに迷惑になるのでちょっと遠慮してます。場
所的にとても便利で助かっています。

　ご意見のとおり、読書活動は子どもたちの成長にとって有用な取
り組みであります。
　今後とも、子どもたちの読書活動を促進する取り組みを総合的・
計画的に推進して参ります。

5

恥かしい事ですが、国・県・市で読書活動の推進に関する取り組みを知りませんでし
た。そういえば、移動図書館や読書ボランティアなど活躍が目につきます。学校など
の各々の立場で推進に力を入れている様ですが、家庭での環境作りが一番大切だ
と思います。幼児期のフトンの中での読みきかせ、低学年の時は楽しい本を子どもだ
けでなく親も読み、本の内容を共通の話題にしたり、本屋さんを一緒にのぞいたり、
本好きにする方向づけも大切と思います。ゲームの時間を少しでも読書の時間への
方向づけ、それも家庭の力が一番だと思います。

　ご意見のとおり、家庭における読み聞かせは、子どもの読書活動
の基礎となる大切な活動です。
　市といたしましても、これらの活動を読書活動の推進として推奨し
てまいりたいと考えております。
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6

読書活動の活発化の指標になっている数値目標がありきになりがち、質・バランスも
大切になってくるのではないか。
1　冊数の目標であれば読みやすい本を若年層幼児等には保護者の役割が大きい
と思います。
2　地理的な問題　学校から離れている所では地域公民館等の役割が大きいと思う。
親が子どもたちの要望をはたせないところを補助する形で、ある程度の蔵書をある
程度保管しておいて貸し出ししたらどうか。
3　質とバランスでは、　子どもにとって必要と思われるバランスの良い図書の部門別
冊数を年間の目標を設定してはどうか。
4　冊数の数値標は、季節的な要素が関係してくるので、達成目標は年間としてとら
えたら良いと思う。（市立図書館）
5　学校・教育委員会では、人気図書・必要と思われる図書をランキングなどで案内し
たら良いと思う。
　　学校で図書の案内を新聞等から抽出して毎日掲示しておく
　統計的なことでは平均ではなく積み上げ的に子供の財産となるよう評価していくよ
うになれば楽しみになると思う　ランキング表を作っていつでも積み上げられるように
する。
バランス良くするには、人間形成において必要なものには、追加ポイントみたいなも
のを付加してみる。ゲーム的な要素も付加する。
6　親の役割としては、親にも積極的に関係してもらって、子供にも見習ってもらえる
ような態度も必要ではないか。

　ご意見のとおり、子どもの読書活動を活発するための指標につい
ては大切なものであると認識しております。他方、意見にあるとおり
活動そのものは定量的な数値だけでは捉えることは困難なもので
す。
　このため、指標を対象における意図の達成度を表す指標である
「成果指標」と事業活動そのものとして尺度しての「事業指標」とし
て設定しております。
　市といたしましても、これらの指標を活用して読書活動の推進に
取り組んで参りたいと考えております。

7

「大船渡市子ども読書活動推進計画（案）」を拝見しました。
その中での課題として、年齢が上がるにつれて読書者の割合が減るということが挙
げられています。
　これは昔と違い、娯楽の多様化、子どもが忙しくなっていくということが要因と思い
ます。ですから一概に子をせめることはできません。しかし、ほんとに読書が好きにな
れば、どんな環境になろうとそれを失うことはないし一生続きます。ある時期本に離
れていても、又もどれます。
　そんな読書をする喜びを知る子どもを一人でも多く育てたいものですね。幼小の家
庭での読み聞かせや本を与える環境は大変重要だと思います。私もボランティア（お
はなしころりん）で学校にいっていますが、子どもたちはもちろん先生方の読書によ
せる思いに胸をあつくします。こんなささいなことも子どもを本好きにする一つと思っ
ています。
　市立図書館と目標を共有し家庭、学校、地域、読書ボランティア一体となって「本好
き運動」が展開できればいいなあと思っています。
　推進計画には、それができることが細部にわたり計画されていると思います。
　よろしくお願いいたします。

　ご意見のとおり、市内の子どもたちが「すすんで本を読む子ども」
となるよう、今後とも必要な取り組みを総合的・計画的に推進して
参ります。
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8

1　スローガンについて
　「みんなが　本が好きな子　おおふなと」⇒「みんなで　本が好きな子　おおふなと」
　が良いのでは。
2　市立図書館の充実
　概ね賛成いたします。県内市町村立図書館の中でも特に児童書を多く蔵書してい
るとのこと。今後も読み聞かせ専用スペース、幼児、児童等親子連れ利用者のため
の閲覧コーナーを整備してほしい。読み聞かせお話し会の定期開催もお願いしま
す。その中で対象が”どなたでも”というところは嬉しいです。（高齢者のサロンの時、
紙芝居を見る機会がありましたが、心豊かになりましたので、）
3　移動図書館車の巡回サービスについて
　遠隔地や市内巡回をしていただきありがとうございます。
　市の広報にかもしか号の運行日程が掲載されていますが、楽しい音楽等を流し、
移動図書館車の存在をPRしてほしいです。（心がワクワクする感じのもの）
4　その他
　この計画は、乳幼児・児童生徒等、おおむね18歳までということですが、大人も楽し
める環境も積極的に計画に盛り込んでいただきたい。
　読書が国語力、言語力を高め人生を豊かにするのはもっともなこと。近年は、テレ
ビ、携帯電話、インターネット等読書離れする要因もあります。読み聞かせやお話し
会の定期開催”どなたでも”と広く呼びかけてほしい。
（大人が楽しめる環境をつくることは、子どもに与える影響も大だと思いますので）

　ご意見のとおり、市内の子どもたちが「すすんで本を読む子ども」
となるよう、提言の趣旨を生かしながら、今後とも必要な取り組み
を総合的・計画的に推進して参ります。
　なお、スローガンにつきましても子どもみんなが主体的に「本が好
きだ」という観点から表現したところでございます。

9

大船渡市子どもの読書活動推進計画（案）は、考えられる事は全て網羅されていると
思います。
　第1章　基本的な考え方、1　計画策定の趣旨の3つの基本的な考え方特にも「家
庭、地域、学校等が連携協力した取組みの推進」が読書活動の推進の継続に大事
かと思われます。
　これに力を入れないと本を読む割合が小学生は高いが、中学生では学年が上がる
につれて落ち込みがあるように、高学年につれてクラブ活動等も活発になってくるか
らだと思います。読書活動によって「教養、価値観、感性等」と生涯にわたって身につ
けていくために極めて重要なものであるとしているだけに、例えば4月23日を「子ども
読書の日」とするのであればこの日の前後には家庭、地域、学校等はいろんな行事
等を入れないように申し合わせをして、子供も大人も読書に集中できるような環境作
りをすべきだと思います。
　そのために地域のサークル・団体・そして学校が一堂に会して会議、綿密な打合せ
をしないと計画倒れになってしまうことになりかねません。
　そのためにも私も含めて皆でこの計画に積極的に参画していかなければならない
と思います。

　ご意見のとおり、市内の子どもたちの読書推進においては、家
庭、地域、学校等が連携協力した取組みの推進が求められるとこ
ろでございます。
本市では、今後、「教育振興運動」と連動した家庭、地域、学校との
協働により、子どもの読書推進を図って参ります。
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 市では、平成28年度から32年度までを計画期間とする「大船渡市子どもの読書活動推進計画（案）」について、平成28年２月23日（火）

から３月８日（火）まで、パブリックコメント及び市政モニターからの意見募集を行い、計８件：10項目（パブリックコメント０件：０項
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10

子どもの読書活動推進について、忌憚のないご意見と言われ、正直自分自身があま
り本を読まないので回答に苦慮いたします。
毎朝2紙の新聞に目を通していますが休刊日のぽっかり空いた時間。ネットと違う心
を癒される時間から読書について考えたいと思います。文化、芸能、スポーツ、歴
史、日々の暮らしなど興味をそそられるものがたくさん有ります。その興味は老若男
女幅広く、どこのどの部分を誰と共有できるかで奥行きが深まります。私は現在子育
て支援等のボランティアに参加していますが、幼い言葉も分からない子どもたちと楽
しい時間を共有できるような文字のない絵本をよく読みます。難しいことは分からな
いですが、一緒に成長できる本の大切さって必要だと思います。すみません。本題か
ら逸れているかもです。

　ご意見のとおり、市内の子どもたちが「すすんで本を読む子ども」
となるよう、今後とも必要な取り組みを総合的・計画的に推進して
参ります。
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